
…
会

報

◇
奈
良
大
学
史
学
会
総
会

六
月

八
日

(土
)
、
C
棟

一
〇
二
教
室

に
お
い
て
、
第
十
四
回
奈

良
大
学
史
学
会
総
会
を
お
こ
な

っ
た
。

一
九
九
五
年
度

の
決
算

・
会

計
監
査
報
告
及
び
事
業
報
告
を
お
こ
な
い
、

つ
い
で

一
九
九
六
年
度

の
役
員
人
事
案

・
事
業
計
画
案
と
こ
れ
に
伴
う
予
算
案
を
提
出
し
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

一
九
九
六
年
度
の
役
員
は
次

の
通
り
。

▽
会

長

藤
井

學

▽
副
会
長

守
山

記
生

▽
教
員
委
員

(監
査
)

(編
集
)

(庶
務

・
会
計
)

(庶
務

・
交
換
)

▽
学
生
委
員

水
野
柳
太
郎

菅
野

正

北
村

麻
子

明
石

岩
雄

森
田

憲
司

(代
表
)

花
沢

(副
代
表
)

佐
藤

(総
務

・
渉
外
局
長
)
西
澤

(広
報
局
長
)

上
田

(編
集
局
長
)

生
田

(書
記
局
長
)

加
藤

(四
回
生
委
員
)
飯
森

康
弘

(三
回
生
委
員
)
秋
山

亮

下
山

聡
美

菅
原

大
輔

中
村

光
恵

西
田
ク
ミ
子

安
本

稔
行

山
本

和
幸

(二
回
生
委
員
)
芦
澤

京
介

久
山

良
子

福
島
志
津
代

豊
嶋

睦

戸
塚

裕
介

水
原

理
絵

森
本

博
史

(
一
回
生
委
員
)
綾

啓
子

岡
本
有
希
子

梶
谷

泰
志

岡
崎

雅
之

川
野

哲

杉
浦

茜

高
橋

秀
行

東
條

弘
周

中
内

百
恵

克 忠 英 敏 嘉 一一
鳥 高 石 吉 羽 竹 池 崎 郎 士 志 昭 亮 秀
山 倉 田 田 賀 内 内 原

啓 俊 亮 由 幸 盛
剛 輔 一 三 佳 誠 介 俊

 

中
野
由
美
子

長 都 阪 勝 飯
塚 築 部 田 間

泰 隆 由 浩 俊幸 人 記 章 行

帯
金

鈴
子

田
中

康
大

藤
原

夏
来

大
見

剛
彦

田
中

元
浩

堀

美
由
紀

生
駒

智

川
上

裕
司

島
袋

静
佳

土
屋

裕
美

野
村
威
都
子
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林

勇
樹

福
山

麻
衣

藤
田
由
美
子

文

彰
浩

古
市

一
志

本
郷

統
章

道
田

悦
康

三
好

友
紀

森
田

稔

湯
本

可
奈

吉
村

文
克

吉
用

直
江

米
田

雅
代

依
光

譲
治

和
田

寛
樹

◇
特
別
講
義

六
月
八
日

(土
)
、
奈
良
大
学
史
学
会
総
会

に
引
き
続
き
、
奈
良

大
学
文
学
部
史
学
科

・
奈
良
大
学
史
学
会
共
催
の
特
別
講
義
が
お
こ

な
わ

れ
た
。
講
師

・
演
題
は
次
の
通
り
。

奈
良
女
子
大
学
教
授

村
田
修
三
氏

「中
世
大
和
の
城
と
社
会
」

京
都
大
学
教
授

服
部
良
久
氏

「
ド
イ
ツ
連
邦
制
度
の
中
世
に
お
け
る
起
源
」

◇
現
地
見
学
会

本
年
度
の
春
期
現
地
見
学
会
は
、
六
月
二
日

(日
)
に
二
条
城
を

訪
ね
た
。
そ
の
後
、
国
立
博
物
館

コ
ー
ス

・
古
代
史

コ
ー
ス

・
中
世

史

コ
ー
ス
の
三
班
に
分
か
れ
、
自
分
の
好
み
の
京
都
を
楽
し
ん
だ
。

秋
期
現
地
見
学
会
で
は
、
十
二
月

一
日

(日
)
に
唐
招
提
寺

・
薬

師
寺

、
そ
し
て
さ
ら
に
足
を
延
ば
し
て
大
和
郡
山
城
を
巡

っ
た
。

両
見
学
会
と
も
充
実
し
た

一
日
で
、
大
学
生
活
の
素
晴
ら
し
い
思

い
出

に
な
る
有
意
義
な
体
験
が
で
き
た
。

◇
定
期
講
習
会

本
年
度
の
前
期
定
期
講
習
会
は
、
「日
朝

関
係
の
歴
史
」と
題
し
て
、

時
代
ご
と
に
テ
ー

マ
を
設
け
、
学
生
委
員

の
発
表
と
質
疑
応
答
と
い

う
形
式

で
お
こ
な

っ
た
。

後
期

の
定
期
講
習
会
で
は
、
ア
イ
ヌ
に

つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら

検
証
し
た
。

年

々
こ
の
会
の
質
は
向
上
し
て
お
り
、
今
年
も
難
し
い
テ
ー
マ
を

う
ま
く
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
今
年
は
テ
ー
マ
が
民
族

問
題
と
い
う
こ
と
で
共
通
し
て
お
り
、
今

日
の
民
族
紛
争
な
ど
を
考

え
さ
せ
ら
れ
る
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

◇
卒
論
中
間
報
告
会

十

一
月
九
日

(土
)
、
十
六
日

(土
)

の
両
日
、
第
十
三
回
卒
論

中
間
報
告
会
が
、
C
棟
二
〇

一
号
室
に
お

い
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
本

年
度
の
報
告
者
と
題
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〇
十

一
月
九
日

小
西

茂
之

「豊
臣
政
権
下
に
お
け
る
利
休
の
政
治
的
役
割
に
つ

い
て
」

永
野

勝
章

「清
末
中
央
官
制
改
革
に

つ
い
て
」

松
田

晃
典

「
レ
コ
ン
キ
ス
タ
に
つ
い
て
」

川
島

一
晃

「
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
の
植
民
市
建
設
に
つ
い
て
」
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〇
十

一
月
十
六
日

仁 崎 南
木 原

菅 寺
原 暗

友
博

「功
封
と
功
田
の

一
考
察
」

盛
俊
「
『間
切
公
事
帳
』
に
み
る
近
世
の
琉
球
王
府
と
村
落
」

信
行

「日
本
に
於
け
る
在
日
外
国
人
問
題
-
愛
知
県
に
於

け
る
指
紋
押
捺
問
題
に
つ
い
て
l
」

明
子

「階
代
に
お
け
る
代
表
的
官
僚

の
動
向
」

信
道

「ブ
ラ
ジ
ル
の
日
本
宗
教
」

◇

「史
学
会
会
報
」
等
の
発
行

「史
学
会
会
報
」
を
発
行
し
、
行
事
案
内
、
活
動
の
普
及
、
歴
史

関
連

の
情
報
提
供
を
お
こ
な

っ
た
。
ま
た
例
年
に
引
き
続
き
、

一
回

生
が
講

読
を
選
択
す
る
際

の
参
考

に

「講
読
紹
介
」
、
小
冊
子

「歴

史
学

へ
の
扉
」
を
発
行
し
た
。

◇
会
員
動
向

○
堀
内

一
徳
氏
は
、
十
七
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
史
学
科
の
西
洋
古

代
史

を
担
当
し
、
ま
た

一
九
九
三
年
以
降
大
学
院
文
化
財
史
料
学
専

攻
教
授
を
兼
任
し
て
こ
ら
れ
た
が
、
本
年
三
月
末
を
も

っ
て
定
年
退

職
さ
れ
た
。

○
北
村
麻
子
氏
は
、
本
年
四
月
史
学
科
に
着
任
さ
れ
た
。
堀
内

一
徳

氏
の
後
任
と
し
て
、
西
洋
古
代
史
を
担
当
さ
れ
る
。

○
青
木
芳
夫
氏

(西
洋
近
現
代
史
担
当
)
は
、
国
立
民
族
学
博
物
館

の
共
同
研
究
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
メ
ス
テ
ィ
サ
へ
の
研
究
」

に
共
同
研
究
員
と
し
て
参
加
し
て
お
ら
れ

る
。

○
守
山
記
生
氏

(西
洋
中
近
世
史
担
当
)
は
、
平
成
八
年
度
文
部
省

科
学
研
究
費
補
助
金

(基
盤
研
究
C
)
の
交
付
を
受
け
た
。
研
究
課

題
は
、
「
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
の
領
域
君
主
領
の
形
成
」
で
あ
る
。

○
水
野
柳
太
郎
氏

(日
本
古
代
史
担
当
)

は
、
十

一
月
六
日
に
愛
知

県
教
育
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
。
受
賞
理
由

は
文
化
功
労
で
、
多
年
愛

知
県
文
化
財
審
議
委
員
を
勤
め
、
文
化
財
保
護
に
貢
献
し
た
こ
と
に

よ
る
。

◇
第
八
回
奈
良
大
学
史
学
科
中
国
研
修
旅
行

奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科
で
は
、
恒
例

の
中
国
研
修
旅
行
を
三
月

に
お
こ
な

っ
た
。
引
率
は
、
堀
内

一
徳
、
森
田
憲
司
の
二
教
員
で
、

十
二
名

の
学
生
諸
君
の
参
加
を
み
た
。
日
程
は
、
次
の
と
お
り
。

三
月
四
日

関
西
空
港
か
ら
上
海

へ
。
上
海
泊
。

三
月
五
日

上
海
市
嘉
定
県

(孔
子
廟
、
秋
霞
圃
、
法
華
塔
)
、
南

翔
鎮

(古
猜
園
)
参
観

の
後
、
威
陽

へ
。
成
陽
泊
。

三
月
六
日

成
陽

(乾
陵
、
永
泰
公
主
墓
、
茂
陵
、
窪
去
病
墓
)
か

ら
、
西
安

へ
。
西
安
泊
。

三
月
七
日

西
安

(秦
始
皇
帝
陵
兵
馬
桶
博
物
館
、
華
清
池
、
八
仙

庵
、
碑
林
、
城
壁
、
鼓
楼
、
清
真
寺
)。
西
安
泊
。
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三
月
八
日

西
安

(大
雁
塔
、
陳
西
省
歴
史
博
物
館
)
か
ら
、
北
京

へ
。
北
京
泊
。

三
月
九
日

北
京

(十
三
陵
墓
道
、
長
陵
、
長
城
、
居
庸
関
)
。
北

京
泊
。

三
月

一
〇
日

北
京

(故
宮
、
歴
史
博
物
館
琉
璃
廠
)
。
北
京
泊
。

三
月

一
一
日

北
京
か
ら
大
阪

へ
。

平
成
七
年
度
史
学
科
卒
業
論
文
題
目

[日
本
史
]

光
仁

・
桓
武
朝
の
仏
教
政
策

固
関
に
つ
い
て

聖
徳
太
子
信
仰
に
つ
い
て

大
安
寺
と
元
興
寺
の
平
城
移
建
に
つ
い
て

東
大
寺
の
創
建
と
大
和
国
国
分
寺

天
平
期
に
お
け
る
日
羅
外
交

私
度
僧
の
一
考
察

御
霊
会
に
つ
い
て

授
刀
舎
人
考

藤
原
氏
伝
世
の
封
戸
に
つ
い
て

川 金 岡 猪 稲 浅
西 田 田 井 葉 見

秀 有 里 知
学 海 司 佳 子 薫

 

小
成
田
涼
子

小
林

理
恵

五
谷

義

一

三
光

淳
治

藤
原
氏
の
政
治
勢
力
に
つ
い
て

蝦
夷
の
反
乱
の
性
格
に
つ
い
て

奈
良
時
代
の
立
太
子

律
令

の
太
政
官
制
の
成
立

南
海
道
に
お
け
る
駅
路
の
変
遷
に
つ
い
て

ー
駅
制

の
展
開
と
南

海
道

の
駅
路
変
動
を
中
心

に
ー

五
百
枝
王
に
つ
い
て

衛
府
制
度
に
つ
い
て

奈
良
時
代
の
大
学
寮

大
化
改
新
の
評
価
に
つ
い
て

ー
食
封
に
つ
い
て
ー

律
令
体
制
下
に
お
け
る
僧
尼
統
制

知
太
政
官
事

の

一
考
察

平
安
時
代
の
地
方
行
政
に
つ
い
て

健
児

に
つ
い
て

☆

☆

☆

野 中 中 苫 高
口 村 野 本 山

達 宜 正 貴 周
也 士 裕 洋 治

 

花
田
藤
本
前
田

周 康 芳
子 子 美

 

美
馬
季
世
子

宮
下

卓
也

宮
下

浩
行

村
松

敏
弘

吉
田

敏
明

鎌
倉
期
南
都
西
大
寺
流
の
信
仰
と
社
会
事
業
活
動

乾

圭
子

叡
尊

の
布
教
活
動
に
つ
い
て

上
田

実
花

ー
非
人
救
済
活
動
を
中
心
に
1

戦
国
期
に
お
け
る
別
所
氏
の
台
頭
と
そ
の
在
地
支
配
に
つ
い
て
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甲
斐
武

田
氏
の
滅
亡
に
つ
い
て

足
利
義

持
の
対
明
政
策
に
つ
い
て
の

一
考
察

ー
伝
統
的
外
交
観
と
現
実
の
外
交
-

一
条
氏
荘
園
回
復
に
つ
い
て

1
土
佐

一
条
氏
を
中
心
に
1

山
科
家
と
家
司
大
沢
氏
の
関
係

-
室
町
末
期
の
公
家
の
家
計
ー

鎌
倉
期

に
お
け
る
伊
勢
信
仰
と
東
国
武
士

江
良

朝
香

大
野

恵
多

岡
田
真
希
子

尾
崎

大
地

佐
野

修
平

須
田

織
江

織
田
信
忠
の
武
田
攻
め
に
つ
い
て
の
軍
事
行
動
に
つ
い
て高
木

正
裕

北
条
早
雲
の
分
国
形
成

に
つ
い
て

竹
村

弘
美

1
そ
の
生
涯
と
軌
跡
ー

鎌
倉
期

の
白
拍
子
に
つ
い
て

谷

淳
子

鎌
倉
期

に
お
け
る
臨
終
正
念
の

一
考
察

多
波
見
朋
久

北
九
州
支
配
を
め
ぐ
る
足
利
直
冬
と
少
弐
頼
尚
の
構
想
に
つ
い
て

1
観
応
の
擾
乱
を
中
心
に
1

中
村

淳

一

駿
河
今

川
氏
婚
姻
の
史
的
分
析

橋
本

忍

室
町
中
期
に
お
け
る
駿
河
守
護
今
川
氏
に
つ
い
て

増
岡

充
子

初
期

六
波
羅
探
題
の
活
動
に
つ
い
て

溝
部

陽
子

懐
良
親
王
の
太
宰
府

に
お
け
る
西
国
支
配

に
つ
い
て

森
田

美
和

-
九
州
北
中
部
を
中
心
に
1

越
前
朝
倉
政
権
下
に
お
け
る
商
品
流
通
に

つ
い
て

矢
尾

崇

鎌
倉
期
を
中
心
と
す
る
安
芸
小
早
川
氏

の
在
地
領
主
制
に
つ
い
て

安
福

麻
紀

本
能
寺
の
変
を
中
心
と
し
た
宮
廷
貴
族

の
動
向
に
つ
い
て

1
光
秀
の
行
動
の
真
相
を
中
心
に
1

八
十
住
英
樹

讃
岐

の
豪
族
秋
山
氏
の
盛
衰
と
そ
の
信
仰

湯
口

雅
文

足
利
義
満
に
お
け
る
王
権
確
立
に

つ
い
て

渡
辺

信
寿

鎌
倉
幕
府
創
立
期
を
中
心
に
し
た
常
陸
豪
族
の
動
向
に
つ
い
て

綿
引

博

☆

☆

☆

近
世
後
期
に
お
け
る
か
わ
ら
版
と
庶
民
文
化

池
田
あ
ゆ
子

近
世
中
期
に
お
け
る
赤
穂
事
件
を
め
ぐ
る
論
争
の
史
的
考
察
今
井

洋
介

潮

ひ
と
み

江
戸
時
代
初
期
に
お
け
る

「
か
ぶ
き
者
」

の
動
向

近
世
城
和
領

に
お
け
る
無
足
人
の
考
察

天
保
の
飢
饒

に
お
け
る
上
方

の
都
市
と
農
村

近
世
の
大
和
に
お
け
る
村
落
講

の
役
割

近
世
都
市
に
お
け
る
廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て

宇
宿

哲
郎

大
場

兆
司

奥
田

英
毅

梶
谷

正
樹
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近
世

に
お
け
る
街
道
交
通
の
発
達
と
名
産

・
名
物

小
出

一
彰

近
世
吉
野
に
お
け
る
林
業
経
営

の
展
開

佐
竹

健
作

近
世
都
市
の
発
達
と
名
所
観

・
自
然
観

の
変
容

島
田

真
潮

十
八
世
紀
末
に
お
け
る
経
世
家

・
本
多
利
明
の
北
辺
開
発
の
思
想

ー
北
辺
に
求
め
る
役
割
を
中
心
に
1

竹
下

覚

幕
末

・
維
新
期
の
民
衆
と
政
治
意
識

田
中

稔
人

米
沢
藩

に
お
け
る
藩
政
改
革
に
つ
い
て

當
銘

敦

-
鷹
山
の
治
世
期
を
中
心
に
ー

近
世
中
期
以
降
の
江
戸
の
人
足
寄
場
と
無
宿
人
対
策

近
世
淀

川
に
お
け
る
舟
運
に
つ
い
て

幕
末

に
お
け
る
坂
本
龍
馬

の
思
想
と
行
動
に
つ
い
て

江
戸
幕

府
前
期
に
お
け
る
宗
教
統
制
に
つ
い
て

1
家
康
期
を
中
心
に
1

近
世
大
坂
に
お
け
る
青
物
市
場
に
つ
い
て

近
世
奈
良
町
の
発
展
と
観
光

近
世
今
井
町
の
町
内
構
造
と
生
活

江
戸
後
期
に
お
け
る
大
塩
平
八
郎

の
乱

の
意
義

江
戸
時
代
中
期
以
降
に
お
け
る
捨
子
に
つ
い
て

中
野
あ
い
子

葉
草

幸
司

橋
本

香
織

原

英
史

松
田
ゆ
か
り

山
上

美
樹

山
口

寿
江

山
田

弘

山
田

真
紀

近
世
中
期
以
降
に
お
け
る
大
坂
の
新
地
開
発
と
都
市
圏
の
拡
張

山
本

陽
子

織
豊
政
権
下
に
お
け
る
茶
湯
の
役
割

吉
田

直
美

近
世
中
期
以
降

の
庶
民
の
旅
と
し
て
の
伊
勢
参
り

若
林

陽
子

☆

☆

東
南
海
地
震

・
三
河
地
震
に
関
し
て

石
橋
湛
山
の
植
民
地
認
識

南
京
大
虐
殺
に
つ
い
て

昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
京
都
の
公
害
問
題

-
騒
音
問
題
を
中
心
に
1

地
域
社
会
に
お
け
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

1
奈
良
市
の
普
選
運
動
と
市
民
政
社
ー

日
本
の
近
代
教
育
に
お
け
る
私
学
高
等
教
育

ー
法
律
系
私
立
専
門
学
校
を
中
心
に
1

警
察
の
民
衆
化
と
民
衆

の
警
察
化

ー
愛
知
県
下
を
中
心
に
1

日
露
戦
争
期
に
お
け
る
社
会
運
動
に
つ
い
て

近
代
日
本
に
お
け
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
報
道

-
原
敬
暗
殺
事
件
に
つ
い
て
1

天
皇
親
政
体
制

の
現
出
過
程
に
つ
い
て

馬
券
禁
止
に
関
し
て

国
民
に
と

っ
て
の

「ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」

☆

大 伊 一 石
石 藤 村 原

一 伸 正

博 二 也 昇

 

鴨
狩

幸
子

熊
野
美
也
子

佐
藤

智
久

佐
野
山
佳
美

手
塚

滋
人

高
石

和
美

冨
野

啓
吾

原
田

祥
史
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1
戦
争
宣
伝
と
国
民
の

「そ
の
気
」
ー

教
科
書
裁
判
に
つ
い
て
の

一
考
察

-
第
二
次
世
界
大
戦
に
関
す
る
記
述
を
中
心
に
ー

近
代
沖
縄
に
お
け
る
民
衆
の
動
向

1
皇
民
化
教
育
を
中
心
と
し
て
1

奈
良
県

の
在
日
朝
鮮
人

一
世
と
夜
間
中
学

小
畑
敏

四
郎

の
存
在
意
義
に
つ
い
て

1
陸
軍
在
職
期
を
中
心
に
ー

[東
洋

史
]

西
魏

・
北
周
に
於
け
る
豪
族
に
つ
い
て

三
浦

康
子

森

美
恵

森
本

成
絵

吉
田

桂

上
井
谷

-
北
魏
末
か
ら
北
周
に
至
る
ま
で
の
施
策
を
中
心
に
1

後
漢
時
代
に
お
け
る
知
識
人

の
政
治
活
動
に
つ
い
て

上
田

階
の
中
央
集
権
化
に
つ
い
て

内
海

-
郷
里
制
を
中
心
に
ー

貴
族
の
成
立
と
州
大
中
正

唐
代
仏
教
教
団
と
給
田
問
題

1
僧
尼
給
田
問
題
に
つ
い
て
1

宋
代
茶
法

の
変
遷
と
商
人

献
帝
奉

迎
と
後
漢
末
期
の
諸
勢
力
に
つ
い
て

宋
代
の
観
音
信
仰
に
つ
い
て

修新 周

 

宇
土

賢
次

大
久
保
朋
芳

長
村
美
菜
子

小
杉

直
孝

佐
藤

晶
子

1
主
に
観
音
の
女
性
化
を
中
心
に
1

唐
代
に
お
け
る
宙
官
と
神
策
軍
に
つ
い
て

呉
の
制
度
か
ら
見
た
江
南
社
会

漢
代
の
後
宮
-
外
戚
権
力
の
構
造
と
そ
の
背
景
-

元
末
明
初
の
士
大
夫

-
至
正
期
の
中
央
官
界
を
中
心
に
1

南
宋
時
代
の
在
地
勢
力
に
つ
い
て

五
代
十
国
時
代
の
商
業
に
つ
い
て

1
邸
店
と
そ
の
業
務
に
焦
点
を
あ
て
て
1

則
天
武
后
と
唐
代
社
会

中
国
の
天
文
観
測
機
器

-
渾
天
儀
に
つ
い
て
1

漢
代

の
辺
境
統
治

-
史
料
か
ら
み
る
河
西
四
郡
1

☆

☆

☆

八
旗
制
か
ら
見
た
満
州
族
の
漢
化
問
題

-
入
関
前
後
を
中
心
に
1

日
清
戦
争
に
至
る
背
景
に
つ
い
て

ー
東
学
と
農
民
の
立
場
か
ら
ー

助
永
志
穂
子

善
斉

信
雄

中
原

亜
貴

西
田

ゆ
り

野 根
原 來

学 敏

 

堀
内

陽
子

山
口

定
則

渡
邊

直
子

上
木

輝
康

坂
本

佳
子
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張
作
森

と
日
本
の
関
係
に
つ
い
て

ー
東
三
省
統

一
を
中
心
に
ー

義
和
団

に
つ
い
て
の

一
考
察

-
義
和
団
と
人
々
の
関
係
-

上
海
租
界
と
五

・
三
〇
事
件
に
つ
い
て

[西
洋
史
]

新
バ
ビ

ロ
ニ
ア
王
国

西
本
ま
ゆ
み

野
上

恒
史

長
谷
川
創
史

石

橋

か

お

里

1
特

に
ネ
ブ

カ
ド
ネ
ザ

ル
H
世
と

そ
の
時
代

に

つ
い
て
ー

古
典
期

ア
テ
ネ
に
お
け
る
女
性

の
諸
相

-
女
性
の
魂
の
分
裂
-

古
代
ギ

リ
シ
ア
人
の
植
民
活
動

ペ
ル
シ
ア
戦
争

ポ
ン
ペ
イ
出
土
か
ら
見
る
ロ
ー
マ
絵
画

エ
ト

ル
リ
ア
の
墓
に
見
ら
れ
る
美
術
的
埋
葬

ゾ

ロ
ア
ス
タ
ー
教

ロ
ー

マ
国
家
と
ポ
リ
ス
に
つ
い
て

ー
ロ
ー
マ
化
に
よ
る
市
民
権
の
拡
大
ー

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
造
営
に
つ
い
て

板
野

七
美

小
鹿

朋
子

勝
部

敬
史

鎌
倉

真

小
西

由
季

西
堂
菜
央
子

佐
々
木
美
佳

城
島

朋
子

ー
ク

フ
王

の
造
営
に
お
け
る
目
的
と
そ
れ

に
関
わ

る
諸
問
題

i

古

代

エ
ジ

プ

ト

の
潅

概

高

木

美

江

ア

マ
ル

ナ
宗

教

改

革

と

ツ
タ

ン
カ

ー

メ

ン

ツ

タ

ン

カ

ー

メ

ン
と

ア

マ
ル

ナ
時

代

古

代

エ
ジ
プ

ト
と

宗

教

文

書

古

代

エ
ジ
プ

ト

に

お

け

る
宗

教

信

仰

ポ

エ

ニ
戦

争
ー
ロ
ー

マ
に
よ
る
地
中
海
制
覇

-

初

期

王

朝

時

代

の
ラ

ガ

シ

ユ

古

代

エ
ジ

プ

ト

の
遺

産

ミ

ノ

ア
文

明

の
崩

壊

に

つ

い
て

ー
ク
レ
タ
諸
宮
殿

の
破
壊

の
原
因

-

古

代

ロ
ー

マ
時

代

に

お

け

る

カ

ル
タ

ゴ

に

つ

い
て

古

代

エ
ジ

プ

ト

の
宗

教

-
来
世
観

と
そ

の
信

仰
を
中
心

に
ー

ガ

イ

ウ

ス

・
ユ
リ

ウ

ス

・
カ
サ

エ

ル

ー

ロ
ー

マ
共
和
政
か
ら
帝

政

へ
ー

ア

レ

ク
サ

ン
ド

ロ

ス
大

王

財
部
久
美
子

田
中

里
佳

田
中

留
美

谷
本

美
和

徳
山

栄
治

橋
本

静

花
田

淳

一

前
城

静
二

牧
村

昌
幸

増
田

千
絵

三
宅

利
枝

八
木
祐
起
子

ー

ア
レ
ク
サ

ン
ド

ロ
ス
三
世
か
ら
見

た
東
征

の
意
義

ー

古

代

エ
ジ

プ

ト

の

フ

ァ
ラ

オ
た

ち

山

田
奈

津

希

ア

ケ

メ
ネ

ス
朝

ペ

ル

シ

ア
皇

帝

ダ

レ
イ

オ

ス

ー
世

山

本

雅

直

1
そ

の
即
位
ま

で
の
経
過

1
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☆

☆

☆

ド
イ

ツ
農
民
戦
争
に

つ
い
て

足
立

明
香

ビ
ザ

ン
ツ
帝
国
の
展
開
に
つ
い
て

岩
田

和
郷

フ
ラ

ン
ス
封
建
社
会
に
お
け
る
城
主
支
配
領
に
つ
い
て
大
石
ま
ゆ
み

西
欧
中
世
盛
期
に
お
け
る
貴
族

・
騎
士
の
成
立
に
つ
い
て岡
井

貞
江

イ
タ
リ

ア
中
世
都
市
国
家
の
形
成

奥
村

朋
美

ル
ネ
サ

ン
ス
期
イ
タ
リ
ア
都
市
社
会
に
つ
い
て

片
村
真
知
子

十
八
世
紀
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
外
交
関
係

に
つ
い
て川
口

千
春

ド
イ

ツ
宗
教
改
革
に
つ
い
て

児
玉

さ
ら

イ
ン
グ

ラ
ン
ド
王
国
の
展
開
に
つ
い
て

武
井

秀
章

ー
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
王
朝
の
建
国
か
ら
ノ
ル
マ
ン
王
朝
の

成
立
ま
で
ー

ピ

ユ
ー
リ
タ
ン
革
命

西
欧
中
世
に
お
け
る
庶
民
の
生
活

中
世
教
会
堂
の
成
立
と
発
展

-
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
を
中
心
に
ー

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
展
開

谷
口

禎
章

田
丸

慎

一

塗
師
村
友
恵

萩
崎

直
洋

西
欧
中
世
の
子
供
に
つ
い
て

フ
ラ
ン
ス
絶
対
王
政
の
繁
栄
と
衰
退

十
六
世
紀
イ
タ
リ
ア
衰
退
原
因
の
考
察

-
教
皇
庁
の
対
外
的
動
向
を
中
心
に
し
て
ー

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
封
建
王
政
の
展
開

ス
ペ
イ
ン
王
国
の
成
立
と
発
展
に
つ
い
て

☆

☆

☆

ペ
ル
ー
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
布
教

ア
メ
リ
カ
黒
人
運
動
と
非
暴
力
主
義

　

　

　

ア

メ

リ

カ

・
イ

ン

テ

ィ

ア

ン

と

コ

ー

ス

ト

・
ダ

ン

ス

豆 橋 橋
野 本 本

智 雅 典
美 之 子

 

宮
本

守
啓

吉
村

美
穂

菊 萱 赤
地 沼 松

秀 愛 美
之 子 穂

 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
ーー
ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重
帝
国
成
立
を
め
ぐ

っ
て

田
上

南
米
ア
ン
デ
ス
地
域
に
お
け
る
地
域
間
の
交
流
に
つ
い
て田

川

イ
ン
ド
と
イ
ギ
リ
ス

坪
内

ー
イ
ン
ド
社
会
に
お
け
る
土
地
所
有
関
係
の
転
形
ー

近
代
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
茶
文
化
の
発
展

内
藤

マ
ヤ
文
明

の
崩
壊
に
つ
い
て

平
田

-
古
典
期
に
お
け
る
低
地
南
部
の
崩
壊
と
そ
の
要
因
-

第

一
次
世
界
大
戦
勃
発
の
原
因
に
つ
い
て

米
田

晃
康
丞 隆

満 友
寿 美

 

征
彦
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受
贈
雑
誌
及
び
図
書

(
自

一
九
九
五
年

十

一
月

至

一
九
九
六
年

十

月
)

雑

誌

ア
カ
デ
ミ
ア
(南
山
大
学
)

人
文

・
社
会
科
学
編

第
六
ニ
ー
四
号

ア
ジ

ア
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究

(東
京
外
国
語
大
学

ア
ジ
ア
ア
フ

リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
)

第
五
〇
、
五

一
号

ア
ジ

ア
研
究
所
紀
要

(亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
)

第
二
二
号

ア
ジ

ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

(大
阪
経
済
法
科
大
学

ア
ジ
ア
研
究
所
)

第

一
二
、

一
三
号

愛
大
史
学

(愛
知
大
学
文
学
部
史
学
科
)

第
五
号

愛
知
大
学
綜
合
郷
土
研
究
所
紀
要

第
四

一
輯

愛
知
大
学
文
学
論
叢

第

一
=

輯

岩
手
史
学
研
究

(岩
手
史
学
会
)

第
七
九
号

大
津
市
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要

第
三
号

お
茶

の
水
史
学

(お
茶
の
水
女
子
大
学
読
史
会
)

第
三
八
号

学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要

第
八
号

漢
学
研
究
通
訊

(漢
学
研
究
中
心
)

第

一
五
巻
第

一
⊥

二
期

キ
リ
ス
ト
教
史
学

(キ
リ
ス
ト
教
史
学
会
)

第
五
十
号

紀
尾
井
史
学

(上
智
大
学
大
学
院
史
学
専
攻
院
生
会
)

第

一
五
号

京
都
市
歴
史
資
料
館
紀
要

第

=
二
号

ぐ
ん
ま
史
料
研
究

(群
馬
県
立
文
書
館
)

第
五
、
六
号

研
究
紀
要

(奈
良
佐
保
女
学
院
短
期
大
学
)

第
六
号

皇
学
館
史
学

(皇
学
館
大
学
史
学
会
)

第

=

号

神
戸
大
学
史
学
年
報

(神
戸
大
学
史
学
研
究
会
)

第

=

号

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
紀
要

短
期
大
学
部

第
三
六
号

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
紀
要

文
学
部

第
二
八
号

史
苑

(立
教
大
学
史
学
会
)

第
五
六
巻
第

一
、
二
号

史
学

(三
田
史
学
会
)

第
六
五
巻
第

一
-
四
号
、
第
六
六
巻
第

一

号
史
学
論
叢

(別
府
大
学
史
学
研
究
会
)

第
二
六
号

史
観

(早
稲
田
大
学
史
学
会
)

第

一
三
四
、
五
冊

史
泉

(関
西
大
学
史
学

・
地
理
学
会
)

第
八
二
ー
四
号

史
艸

(日
本
女
子
大
学
史
学
研
究
会
)

第
三
六
号

史
窓

(京
都
女
子
大
学
史
学
会
)

第
五
三
号

史
叢

(日
本
大
学
史
学
会
)

第
五
四

・
五
号

社
会
科
学
研
究

(中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
科
)

第

一
七
巻
第

一

号
秋
大
史
学

(秋
田
大
学
史
学
会
)

第
四
二
号

就
実
女
子
大
学
史
学
論
集

第
十
号
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上
智
史
学

(上
智
大
学
史
学
会
)

第
四
〇
号

神
女
大
史
学

(神
戸
女
子
大
学
史
学
会
)

第

一
二
、

二
二
号

信
大
史
学

(信
大
史
学
会
)

第
二
〇
号

人
文
論
集

(静
岡
大
学
人
文
学
部
社
会
学
科

・
言
語
文
化
学
科
研
究

報
告
)

第
四
六
-
二
、
四
七
-

一
号

ス
ペ
イ

ン
史
研
究

(ス
ペ
イ
ン
史
学
会
)

第

一
〇
号

住
友
史
料
館
報

第
二
七
号

西
洋
史
学
報

(広
島
大
学
西
洋
史
学
研
究
会
)

第
二
二
、
二
三
号

青
丘
学
術
論
集

(韓
国
文
化
研
究
振
興
財
団
)

第
八
集

聖
心
女
子
大
学
論
叢

第
八
六
、
八
七
集

ソ
ー

シ
ア
ル

・
リ
サ
ー
チ

(ソ
ー
シ
ア
ル

・
リ
サ
ー
チ
研
究
会
)

第

二

一
号

双
文

(群
馬
県
立
文
書
館
)

第

一
三
号

創
価
大
学
人
文
論
集

第
八
号

総
合
研
究

(津
田
塾
大
学
国
際
関
係
研
究
所
)

第
三
号

高
円
史
学

(高
円
史
学
会
)

第

一
二
号

橘
史
学

(京
都
橘
女
子
大
学
歴
史
学
会
)

第

一
〇
号

千
葉
史
学

(千
葉
歴
史
学
会
)

第
二
七
、
二
八
号

近
松
研
究
所
紀
要

(園
田
女
子
大
学
近
松
研
究
所
)

第
六
号

中
央
史
学

(中
央
史
学
会
)

第

一
九
号

中
国
水
利
史
研
究

(中
国
水
利
史
研
究
会
)

第
二
一二
・
二
四
号

津
田
塾
大
学
国
際
関
係
研
究
所
報

第
三
〇
号

敦
賀
論
叢

(敦
賀
女
子
短
期
大
学
)

第

一
〇
号

富
山
県
立
山
博
物
館
研
究
紀
要

第
三
号

東
海
史
学

(東
海
大
学
史
学
会
)

第
三
〇
号

東
北
学
院
大
学
東
北
文
化
研
究
所
紀
要

第
二
七
号

東
洋
史
苑

(龍
谷
大
学
東
洋
史
学
研
究
会
)

第
四
五
号

東
洋
史
学
論
集
(立
教
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
東
洋
史
)

第
二
号

東
洋
史
訪

(兵
庫
教
育
大
学
東
洋
史
研
究
会
)

第
二
号

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要

第
四
九
集

史
学
科
篇
一
=
号

栃
木
史
学

(国
学
院
大
学
栃
木
短
期
大
学
史
学
会
)

第
十
号

寧
楽
史
苑

(奈
良
女
子
大
学
史
学
会
)

第
四
一
号

鳴
門
史
学

(鳴
門
史
学
会
)

第
十
号

南
海
史
学

(南
海
史
学
会
)

第
三
四
号

二
松

(二
松
学
舎
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
)

第

一
〇
号

二
松
学
舎
大
学
東
洋
学
研
究
所
集
刊

第
二
六
集

二
松
学
舎
大
学
論
集

第
三
九
号

新
潟
史
学

(新
潟
史
学
会
)

第
三
五
、
三
六
号

日
本
研
究

(国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
)

第

一
三
、

一
四
集
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日
本
思
想
史
研
究

(東
北
大
学
文
学
部
日
本
思
想
史
研
究
室
)

第

二
八
号

日
本
常
民
文
化
紀
要

(成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
)

第

一
八

輯
日
本
文
化
研
究
所
紀
要

(亜
細
亜
大
学
日
本
文
化
研
究
所
)

第
二

号
日
本
文
化
史
研
究

(帝
塚
山
短
期
大
学
日
本
文
化
史
学
会
)

第
二

四
号

日
本
歴
史
研
究

(日
本
歴
史
研
究
会
)

第
三
輯

年
報
中
世
史
研
究

(中
世
史
研
究
会
)

第
二

一
号

年
報

日
本
史
叢

(筑
波
大
学
歴
史

・
人
類
学
系
)

一
九
九
五

白
山
史
学

(白
山
史
学
会
)

第
三
二
号

花
園
史
学

(花
園
大
学
史
学
会
)

第

一
六
号

東
ア
ジ
ア
研
究

(大
阪
経
済
法
科
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
)

第
九
、

一
一
-

一
三
号

兵
庫

教
育
大
学
研
究
紀
要

第

一
六
巻
第
二
分
冊

一
、
二

兵
庫

県
の
歴
史

(兵
庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会
)

第
三
二
号

弘
前
大
学
国
史
研
究

(弘
前
大
学
国
史
学
会
)

第

一
〇
〇
号

広
島
大
学
東
洋
史
研
究
室
報
告
(広
島
大
学
文
学
部
東
洋
史
談
話
会
)

第

一
七
号

福
岡
教
育
大
学
紀
要

第
四
五
号
第
二
分
冊

社
会
科
学

福
岡
市
博
物
館
研
究
紀
要

第
五
号

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要

第
三
号

法
政
史
学

(法
政
大
学
史
学
会
)

第
四
八
、
四
九
号

北
大
史
学

(北
大
史
学
会
)

第
三
五
号

三
井
文
庫
論
叢

第
二
九
号

御
影
史
学
論
集

(御
影
史
学
研
究
会
)

第
二

一
号

民
具

マ
ン
ス
リ
ー

(神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
)

第
二

八
巻
七
-

一
二
号
、
第
二
九
巻

一
ー
七
号

明
代
史
研
究

(明
代
史
研
究
会
)

第
二
四
号

山
口
県
史
研
究

(山
口
県
史
編
纂
室
)

第
四
号

鷹
陵
史
学

(佛
教
大
学
史
学
科
研
究
室
)

第
二
〇
、
二

一
号

横
浜
商
大
論
集

(横
浜
商
科
大
学
学
術
研
究
会
)

第
二
九
巻
第

一
、

二
号
、
第
三
〇
巻
第

一
号

立
正
史
学

(立
正
大
学
史
学
会
)

第
七
九
号

龍
谷
史
学

(龍
谷
大
学
史
学
会
)

第

一
〇
五
、

一
〇
六
号

歴
史

(東
北
史
学
会
)

第
八
五
、
八
六
輯

歴
史
学
論
集

(山
梨
大
学
教
育
学
部
史
学
教
室
)

第
三
四
集

歴
史
研
究

(大
阪
府
立
大
学
)

第
三
四
号

歴
史
人
類

(筑
波
大
学
歴
史

・
人
類
学
系
)

第
二
四
号
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歴
史
と
地
理

(山
川
出
版
社
)

第
四
八
二
ー
九
三
号

和
菓
子

(虎
屋
文
庫
)

第
三
号

図

書

ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
教
科
書
と
教
育
制
度

(学
習
院
大
学
東
洋
文

化
研
究
所
調
査
研
究
報
告
四
三
)

愛
知
大
学
中
部
地
方
産
業
研
究
所
産
業
館
収
蔵
資
料
目
録
-

愛
知
大
学
博
物
館
学
芸
員
課
程
実
習
報
告
書

一
九
九
五
年
度
創
刊

号
新
し
い
史
学
概
論

(望
田
幸
男
他
編
、
昭
和
堂
)

大
山
崎
山
荘
と
蘭
花
譜

(大
山
崎
町
歴
史
資
料
館
)

近
世
大
坂
と
知
識
人
社
会

(小
堀

一
正
著
、
清
文
堂
)

群
馬
県
行
政
文
書
件
名
目
録

第
八
集

明
治
期
土
木

・
河
川
編

(群
馬
県
立
文
書
館
)

群
馬
県
史
収
集
複
製
資
料
目
録

第
三
集

近
世
史
部
会
収
集
資
料

そ
の
三

(群
馬
県
立
文
書
館
)

群
馬
県
立
文
書
館
収
蔵
文
書
目
録

14

甘
楽
郡
下
仁
田
町
本
宿
神

戸
金
貴
家
文
書

一

(群
馬
県
立
文
書
館
)

志
摩
の
漁
村

(牧
野
由
朗
編
、
愛
知
大
学
綜
合
郷
土
研
究
所
研
究
叢

書
灰
、
名
著
出
版
)

志
摩
漁
村
の
構
造

(牧
野
由
朗
著
、
愛
知
大
学
綜
合
郷
土
研
究
所
研

究
叢
書
X
、
名
著
出
版
)

白
雪
の
明
治

・
大
正

・
昭
和
前
期

(小
西
酒
造
株
式
会
社
)

成
熟
都
市
の
条
件

(佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要
第
三
号
別
冊
)

精
華
町
史

本
文
篇

相
互
イ
メ
ー
ジ
の
計
量
的
解
析
に
よ
る
日
韓
政
治
文
化
摩
擦
の
考
察

(学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
調
査
研
究
報
告
四
二
)

立
山
地
獄
説
話

へ
の
一
試
論

(小
松
裕
哉
著
、
富
山
県
立
山
博
物
館

調
査
研
究
報
告
書
)

富
山
湾
沿
岸
船
絵
馬
調
査
報
告
書

(富
山
市
日
本
海
文
化
研
究
所
紀

要
第
九
号
)

富
澤
霊
岸
先
生
古
稀
記
念
関
大
西
洋
史
論
集

日
本
美
術
院
百
年
史

第
五
巻
、
第

一
二
巻

(日
本
美
術
院
)

収
蔵
品
目
録

一
〇

平
成
四
年
度
収
蔵

(福
岡
市
博
物
館
)

東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
社
会

・
文
化
構
造
の
異
化
過
程
に
関
す
る
研
究

(研
究
代
表
者
、
足
立
啓
二
)

東

ア
ジ
ア
の
村
落
と
家
族

(佛
教
大
学
総
合
研
究
所
編
)

豊
後
国
香
々
地
荘
三

(国
東
半
島
荘
園
村
落
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
概

報

大
分
県
立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
)

法
律
家
の
見
た
日
本
古
代
千
五
百
年
史

(山
中
順
雅
著
、
国
書
刊
行
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会

)

三

井

文

庫

所

蔵

史

料

主

要

帳

簿

目

録

(江

戸

本

店

、

大

坂

本

店

等

作

成

分

)

明

末

清

初

の
社

会

と

文

化

(京

都

大

学

人

文

科

学

研

究

所

)

柳

沢

家

譜

集

(柳

沢

史

料

集

成

第

四

巻

、

柳

沢

文

庫

保

存

会

)

立

正

大

学

蔵

岡

垣

家

文

書

中

世

編

(立

正

大

学

史

学

研

究

室

)

↓
し。
⊆
)
〉

○
○
ピ
い
国
O
国

目
O
の

ζ
0
8

αq
轟
9

の
嘆
一①
ω

Z
o
●
一

〇
偉。
器
Φ
「
ω

o
巳

O
o
ヨ
旨

ヨ

8

け

>
N
=
旨

.ω

しσ
一ロ
?
8

=
興

乏

o
ヨ
魯

(○
一Φ
巳

9・

Qっ
●カ
o
げ
①
詳
。。
)

↓
Qっ
ご
O
>

0
0
ピ
ピ
国
Ω
国

目
O
Qっ

ζ
0
8

σQ
轟

9

Qっ
Φ
「
一Φ
。。
Z
o
』

○
冨

畠

Φ
o
h

9
Φ

勺
。
一三
邑

しり
k
ω
8
ヨ
ω

(¢
評
「
ΩD
昌
一①
昌

(
)禽o
Qり
①
)

(<
Ω・
「
2

甑
口

く
き

ざ

ω
ε

、婚

編

集

後

記

◇
本
号
は
、
堀
内

一
徳
先
生
退
職
記
念
号

で
す
。
巻
頭
の
先
生
の
年

譜
と
業
績
目
録
に
加
え
て
、
日
東
西
の
論
文
四
本
、
書
評

一
本
の

に
ぎ
や
か
な
構
成
と
な
り
ま
し
た
。
書
評
は
、
本
学
教
員
の
守
山

記
生
先
生
の
著
書
を
、
京
都
府
立
医
科
大
学
名
誉
教
授
の
鯖
田
豊

之
先
生
が
、
紹
介
し
て
く
だ
さ

っ
た
も

の
で
す
。
流
麗
な
御
文
章

を
御
味
読
く
だ
さ
い
。

(K
)

奈

良

史

学

第
+
四
号

一
九
九
六
年
十
二
月
二
十

一
日
印
刷

一
九
九
六
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行

奈
良
市
山
陵
町

一
五
〇
〇

(
〒
六
一三
)

奈
良
大
学
文
学
部
内

発

行

者

奈

良

大

学

史

学

会

会

長

藤

井

學

電
話

(〇七
四
二
)
四

四

-

一
二

五

一
(代
)

振
替

○
〇
九
九
〇
1
ニ
ー
三

一
五
九
四
九

京
都
市
下
京
区
松
原
通
麸
屋
町
東
入

(〒
六
〇〇
)

印

刷

所

株

式

会

社

田

中

プ

リ

ン

ト
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